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１．評価結果 

評価ランク：Ｂ 

 

２．委員の指摘及び提言概要 

 微生物の代謝機能を利用してメタンから有価物を生産する製造プロセスの開発を志向した意欲的な

研究である。また、小規模なメタン生成プロセスを対象として、メタンを高付加価値のエクトインに

変換することでバイオマス資源化を目指すという内容は、新しいメタン利用技術として注目される。

純粋系でのバイオリアクターによる基礎研究が行われ、学術的に一定水準の成果が得られている。た

だ、供給メタンの変換率やエクトインの生産効率は十分改善されておらず、さらなる基礎研究が必要

である。エクトイン回収については詳細な設計指針が提示されており評価できるが、実験では模擬試

料からの回収に留まっている。提案プロセスの大規模導入は困難と思われ、CO2削減効果については限

定的である。今後の実用化には、純粋系以外の競合するガス成分存在下での成立条件の検討や、エネ

ルギーやコストの面からの検討も必要である。今後の研鑽・努力に大いに期待する。

 


